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岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第62回）資料より抜粋

１ はじめに
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２ 患者発生時の流れ

相談者

かかりつけ医

受診相談センター（保健所）

新型コロナウイルス外来（診療等）

検体採取

PCR等検査

陽 性陰 性

かかりつけ医等
による治療

検査不要要検査

診療・検査医療機関（診療等）

相談者が受診先を迷う場合

医療機関から
保健所に発生届提出

保健所から
陽性者へ連絡・調査

開始

医療機関から被験者へ結果説明
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陽性者への対応

• 積極的疫学調査、施設への指導

基本情報（職業、病歴、症状、基礎疾患等）

行動歴（濃厚接触者、感染源の特定）

• 療養先の調整、療養先までの移送

（施設内療養の可能性もあります）

• 濃厚接触者のPCR検査、健康観察、保健指導

• 職場や利用施設等への聞取り調査、保健指導等
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濃厚接触者の特定

• 患者と同居又は長時間の接触(車内・航空機内等)があった者

• 適切な感染防護なしに患者を診察、看護又は介護していた者

• 患者の気道分泌物又は体液等に直接触れた可能性が高い者

• １メートル以内の距離及びマスク等の必要な感染予防策なし
で、 患者と１５分以上の接触があった者

周辺の環境や接触の状況等個々の状況周辺の環境や接触の状
況等個々の状況から患者の感染性を総合的に判断する
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３ 施設で準備・対応してもらうこと

陽性者が職員の場合

• 利用者及び職員の名簿（ﾌﾘｶﾞﾅ、性別、生年月日、
住所、連絡先）

• 体温測定結果等の健康記録表

• 全職員の発症前14日間の勤務シフト表

• 施設内の見取り図

• 仕事内容、施設内での行動状況

• 他の職員、施設利用者における症状の有無

• 食堂・休憩室・更衣室の使用状況の把握

• 患者と同僚又は施設利用者との接触状況の把握
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陽性者が施設利用者の場合

• 利用者及び職員の名簿

• 体温測定結果等の健康記録表

• 施設内での生活状況（ADL、行動範囲等）

• 施設の見取り図

• 同室者の有無、食事スペース等を確認

• 他の利用者や職員との接触状況、症状の有無



施設で対応してもらうこと

濃厚接触者への対応

職員の場合

・患者との最終接触日から7日間の自宅待機及び健康観察

・症状が現れた場合は、保健所へ連絡

施設利用者の場合

・患者との最終接触日から7日間の自宅待機及び健康観察

※入所者の場合は、保健所の指示でゾーニングされた部屋での待機

健康観察

・症状が現れた場合は、保健所へ連絡

・感染予防策（ゾーニング、手洗い、ガウン等の着用等）

の徹底 9



施設で対応してもらうこと

• 部屋の換気

• 職員のマスク・フェースシールド着用、手指消毒
の徹底 （ウイルスは、鼻、口、目から侵入）

• 症状のある職員の出勤自粛と医療機関受診の徹底

• 陽性者の高頻度接触部分の消毒

＜具体例＞

利用者の場合：ベッド周辺（ベッド柵、リネン類等）

車いす、ドアノブ、テーブル、イス、手すり等

職員の場合：机、PC、ドアノブ

照明のスイッチ等
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感染者が発生したときの消毒方法

• アルコールや抗ウイルス作用のある消毒剤で清拭

• リネン類は、熱水処理（80℃のお湯で10分）を推奨

※十分な換気の上、マスクとゴーグル等を装備し、リネン類

をビニール袋に入れて持ち出すこと

• 食器類は、通常対応

※下膳する際コロナ陽性患者（濃厚接触者）に使用した食

器であることがわかるよう表示する。

※無機物に付着した新型コロナウイルスは、24～72時間しか

生きられないため、消毒できない箇所は、3日ほど立入禁止

とする等の対応も1つの方法
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施設内で患者が発生しても焦らずに

• 患者が発生したら、保健所に連絡してください

• すべての感染症対策において手洗い、適切な消
毒、マスクや手袋等の感染防護策は重要となる

• 職員を含め、施設内での感染症を最小限にとど
めることに注力する

備中保健所
０８６－４３４－７０２４

４ まとめ
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ご清聴ありがとうございました
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